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［要約］テイカカズラ，ビナンカズラは， 5月～11月の間で規格サイズの苗から 200cm

以上の長尺百にすることが可能である。

【目的］

ヒートアイランド対策として壁面縁化面積の増加が期待されることから，長尺のつる性

植物の需要は今後高くなることが予想される。一方グランドカバープランツは景気低迷の

影響を受け， 11月～4月の緑化植物需要期内での販売が困難になりつつある。そこで， 5

月の時点での余剰苗を用いた，つる性植物の長尺苗生産技術の確立を図る。

［方法｝

表 1に示した樹種を 5月 12日に 9および 10.5cmポットから 15cmポットに鉢替えし，供

試した。仕立て方法は，地上部に設置し垂直方向に誘引する「登肇」と 1.8mの高さに設

置し，下方に誘引する「下垂Jとし，主幹長を調査した。用土は標準コンテナ用土（赤土：

堆肥：パーライト＝6:3: 1，以下「対照」）および，ビートモス＋パーライト（ 7 : 3, 

以下「ヒ。＋パ」）について検討した。調査期間は5月～ 11月とした。栽培はパイプハウス

内で行い， 6月から 10月上旬まで 60%遮光を行った。施肥は成分量で窒素－0.1g・リン

酸・O.lg・カリーO.lg／用土 ILを元肥として鉢換え時に施用した。区制は 1区5株， 2反

復とした。努定作業は適宜，側枝を除去する程度行い，主幹長 2.4mで、切り返し勇定した。

【成果の概要］

1 ）調査期間中に，凶ンカ・ミノールおよびコトネアスターは垂直方向への誘引が困難で

あると判断し，下垂のみ調査した。

2）図 1～6に主幹長の推移を示した。テイカカズラ，ビナンカズラは登撃による誘引方

法が常に下垂を上回った。ヘデラ・ヘリックスは「ヒ。＋ノミ」が「対照」を常に上回った。

へデラ・カナリエンシス，ピンカ・ミノール，コトネアスターの主幹長の推移に関して

は，誘引方法，用士の違いによる差が見られなかった。

3）表 2に調査終了時における主幹長を示した。テイカカズラにおいて，ヒ。＋パ登撃がピ＋

パ下垂，対照下垂と比べて明らかに主幹長が高く，対照登撃も対照下垂よりも明らかに

高かった。さらに， 200cmへの到達率は，ヒ。＋パ登撃が 70%と最も高い確率であった。

ビナンカズラにおいては，登肇が下垂に比べ明らかに主幹長が高かった。

4）まとめ：テイカカズラの長尺化においては，ピ＋パ登肇が最も適した栽培法であり，

ビナンカズラの長尺化には登撃が適している。今後は，さらに多くの樹種，施肥量・方

法，誘引資材などについて検討する必要がある。
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表1 供試した植物の鞘敷

和名もしくは通称名 学名 科名

テイカカズラ 'Irachelos.戸rmumasi泊四mvar.in俗rmedium キョウチクトウ科

ヘデラ・ヘリックス Hedera helix’ ウコギ判

ヘデラ・カナリエンシス Hedez習俗nariensis ウコギ科

ビナンカズラ Ka.ゐ店主主ja，戸1nica マツブサ科

ピンカ・ミノール 日1caminor キョウチクトウ科

コトネアスター Colone，鎚飴r鎗 ,Jicifoh・，田 'Atumn Fire' パラ科
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表2 調査終了時における主幹長（cm)

テイカカス守ラ＊l ヘデラ ・ヘリックス＊l ヘデラ ・カナリエンシス＊l ピナンカfナl ピンカ ・ミ／】lレ＊2 コトネアスター＊2

ピ＋パ下垂 168.6ab(10）吋 190.5 a (20) 142.6a (10) 58.7 a (O) 111.1 a (O) 117.1 a (O) 

ピ＋パ登肇 225.3c (70) 159.4 ac 包ω132.1 a (O) 204.0b (60) 

対照下垂 150.1 a (O) 140.1 be (O) 145.0 a (O) 64.6 a (o) 114.7 a (o) 118.0 a (O) 

対照登肇 195.2 bc(50) 12s.6bc (o) 117.4 a (O) 173.5 b (50) 

*1 異なる英小文字捕には有意な差があることを示す〔Borrfen加 t法p<0.05).

*2 異なる持j、文字問には有意な差があることを示すほudentきt，制p<0.05).

* 3 0内の数字は、調査終了日寺における笈取m到達株率（%）を示す。
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